
重 要 事 項 説 明 書 
( 居 宅 介 護 支 援 ) 

 
居宅介護支援サービスの提供開始にあたり、厚労省令第 38 条 4 条に基づいて、当事業所が説明すべき

事項は次のとおりです。 

 

1．事業者 

法 人 名 有限会社 片倉温泉 くぼた 

所 在 地 山口県宇部市大字西岐波 5345 番地 

電 話 番 号 0836-51-9259 

代 表 者 職 名 代表取締役社⾧ 久保田 克秀 

2．サービス事業所の内容 

名 称 片倉温泉居宅介護支援事業所 

所 在 地 山口県宇部市大字西岐波字清水崎 5347 番地  

管 理 者 氏 名 井本 修平 

電 話 ・ F A X 番 号 TEL (0836)51-9848 ・ FAX(0836)51-9851 

指 定 事 業 所 番 号 3570202386 

3．事業の目的と運営の方針 

事 業 の 目 的 
要介護または要支援状態にある高齢者に対する適正な指定居宅介護支

援の提供を行うことを目的とします。 

運 営 の 方 針 

① 要介護者などが自立した日常生活を営むことができるよう、その心

身の特性を踏まえ、利用者の立場に立ち、要介護認定の申請などに

係る援助及び適正な居宅サービス計画の作成などを行います。この

計画などは、利用者のご希望に基づいて公正中立に行います。 

② 事業の実施に当たっては、関係市町村、地域の保健・医療・福祉サ

ービスとの綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるも

のとします。 

4．秘密保持 

秘 密 保 持 

① 正当な理由がない限り、利用者及び家族に対するサービス提供にあ

たって知り得た秘密は漏らしません。また、従業者でなくなった後

も、その秘密は漏らしません。 

② サービス担当者会議などにおいて、サービス計画の作成などのため

に限り、利用者及び利用者の家族の個人情報を用いる場合、あらか

じめ利用者及び利用者の家族の同意を得ます。 

5．営業日 

営 業 日 月曜日から金曜日(祝祭日・12 月 30～31、1 月 1～3 日を除く) 

営 業 時 間 

午前 8 時 30 分から午後 5 時 30 分 

※但し、利用者の実情によっては、時間的な考慮を行い電話連絡等の対応を行うこ

ともあります。 

 



6．職員の職種、人数 

従 業 者 の 職 種 員 数 勤 務 形 態 保 有 資 格 

管 理 者 

(介護支援専門員兼務) 
１ 名 常 勤 兼 務 精 神 保 健 福 祉 士 

介 護 支 援 専 門 員 １名以上 常 勤 専 従 
看 護 師 ・ 准 看 護 師 

社 会 福 祉 士 

事 務 職 員 １名以内   

7．居宅介護支援について 

業 務 内 容 

要 介 護 認 定 

の 申 請 代 行 

利用者及びその家族の依頼により、当該市町村へ要介護認定申請を代行しま

す。 

サ ー ビ ス 計 画 

の 立 案 作 成 

要介護者などが、自立した生活が営めるよう、その心身の特性を踏まえ、利

用者の立場に立ち、利用者の居宅を訪問の上、サービス計画を作成します。 

情 報 提 供 

連 絡 調 整 

関係各市町村、地域の保健・医療・福祉サービスとの綿密な連携(サービス担

当者会議等)を図り、総合的なサービスの提供に努めます。 

モ ニ タ リ ン グ 
サービス計画の効果や生活状況を確認する為、月に１回以上、自宅を訪問し

本人等との面接を行います。 

給 付 管 理 業 務 
居宅サービス計画作成後、その内容に基づいて毎月給付管理票を作成し、国

民保険団体連合会に提出します。 

※当事業所は 24 時間連絡体制を取っています。 

8．居宅介護支援サービスなどの利用料 

要介護認定の申請代行 サービス計画の立案 情報提供・連絡調整 モニタリング 給付管理業務 

自 己 負 担 な し 

※居宅介護支援に関するサービス利用料金について、事業者が法律の規定に基づいて、介護保険からサービ

ス利用料金に相当する給付を受領する場合(法定代理受領)は、ご契約者の自己負担はありません。但し、ご

契約者の介護保険の滞納等により、事業者が介護保険からサービス利用料金に相当する給付を受領する事が

出来ない場合は、介護保険に定められた金額を一旦お支払いいただきます。また、法律の改正により自己負

担が生じる場合は、法律の定めに準拠します。 

9．事業の実施地域 

実 施 地 域 宇部市 (他の地域からの相談にも応じ、実施することができます) 

10．ハラスメントに関する事項 

事業所は、適切なサービスを確保する観点から、契約者とその家族から職員に対し業務の範囲を超え

た不当な要求、威圧的・暴力的言動や迷惑行為、業務上において行われる性的嫌がらせ(職員間も含む)、

また職員間において優位的な立場を利用した嫌がらせに対し事業所の就業環境が害されることを防止

するために、その方針とマニュアルに従い、必要な措置を講じます。 

 

 

 



11．事業継続計画 

事業所は、地震や風水害をはじめとした自然災害、大災害、感染症の拡大などの緊急事態に遭遇した

場合においても、事業の継続或いは早期復旧を可能とするための措置を講じます。また、平時からも定

期的に計画の見直し、研修や訓練を行います。 

12．虐待防止に関する事項 

事業所は利用者の人権の擁護・虐待等の防止の為次の措置を講じます。尚、虐待防止の責任者は管理

者が兼務します。 

① 虐待を防止するための従業者に対する研修の実施 

② 事業所における虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催します 

③ その他虐待防止のために必要な措置 

事業所は、サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者(利用者の家族等高齢者を現に擁護する者)

による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合には、速やかにこれを行政機関に通報します。 

13．衛生管理 

事業所は、感染症の予防及びまん延防止のための取り組みとして、委員会を定期的に開催、研修、訓

練を実施し、利用者、職員、関係者の健康の保持に努めます。 

14．事故発生時の対応 

事 故 発 生 時 の 対 応 
万一事故の発生した場合には、速やかにご家族や関係市町村等にご連絡す

るとともに、必要な対応を講じます。 

損 害 賠 償 
サービスの提供により賠償すべき事故が発生した場合、その賠償の責を負

うものと致します。 

再 発 防 止 
事業所で定めた事故発生管理マニュアルにより、原因の解明及び再発防止

対策を必要に応じて講じます。 

15．苦情など申立先 

当 事 業 所 相 談 窓 口 

ご利用時間 営業日に準ずる。 

ご利用方法 電話 (0836)51-9848 又は当事業所にて面接致します。 

担 当 者 井本 修平(若しくは他介護支援専門員も応じます)  

宇 部 市 受 付 窓 口 
担 当 宇部市 健康福祉部 介護保険課 

電 話 (0836)34-8396 

国民健康保険団体連

合会の受付窓口 

担 当 介護保険課 苦情相談班 

電 話 (083)995-1010 

16．事業者名及び重要事項説明者 

居宅介護支援事業者 

有限会社 片倉温泉くぼた  

片倉温泉居宅介護支援事業所  

管理者 井本 修平  ㊞ 

重要事項説明者 

介護支援専門員 

氏 名               

 

 

 

 


